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Ⅰ．　は　じ　め　に
　巧みなストーリー構成は，推理小説や冒険小説は勿論のこと，文学作品
においても，読者の関心を最後まで惹き付けて離さないための重要な要素
である。その重要性は製作に巨額の投資を必要とする映画においては尚更
である。
　象徴表現は，小説や映画における主要な場面に挿絵的に挿入され，その
場面のイメージを読者や観客に強く印象づけ，かつ共有化させるために一
般的に使われている。
　ところが F・スコット・フィッツジェラルドの短編 “The Curious Case 
of Benjamin Buton”（１９２２）を映画化した，邦題「ベンジャミン・バトン 
数奇な人生」には，物語の注目場面のイメージを印象づける挿絵的なもの
ではなく，物語から独立した象徴表現群で独自の意味を表現するように構
成した手法「構造化した象徴による主題の表現手法」が取り入れられてい
る。
　その内容は，メイン・ストーリーから独立した独自の意味を持つ象徴を
多数作り出し，それらを階層的に組み立てることにより，全体として特定
の意味表現をするよう組み入れるというものである。それによって，短編
のストーリーのみでは表現しきれない，隠された意味表現を可能にし，作
品の深みと充実度を大きく向上させている。
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──構造化した象徴表現の考察──
山　　中　　祐　　子
（受付　２０１３年　５　月　９　日）
　本論文は，前述した映画「ベンジャミン・バトン 数奇な人生」に組み入
れられている「構造化した象徴による主題の表現手法」の内容について考
察したものである。
　この短編はアメリカで，何人もの有名監督による映画化が繰り返し検討
されたが，いずれも企画の段階で中断されている。それにも関わらず企画
が何度も繰り返された理由は，この短編の「主題」が大変意義深く興味深
いと評価されたことにある。しかし残念なことに，原作では，虚しく過ぎ
去っていく人生をただ淡々と辿るだけで，そこに隠された「普通の人生の
意味や価値」を，読む人に理解できるものには仕上げられていない。それ
は原作を単に忠実度高く映画化しただけでは短編の「主題」を観客が感動
するものに創り上げることができないことを意味している。観客に感動を
与えるものにならなければ映画としての集客能力に欠け，多額の制作費を
投じなくてはならない映画興行を採算ベースに乗せることが出来ないと判
断されたからだと思われる。
　しかし，２００８年にデヴィッド・フィンチャー監督（１９６２～）と脚本家達
が原作内容を抜本的に再構築して創り直した。そのポイントは，原作の忠
実な映画化を断念し，代わりに原作の持つ「主題」を，構造化した象徴表
現手法を用いて鮮明に打ち出し，観客に訴える手法に方針転換した点にあ
る。そこで作り出された手法が今回のテーマである「構造化した象徴によ
る主題の表現手法」だと考えた。象徴表現をするに際し，コンピュータ・
グラフィックが駆使された制作費１００億円を投じた「アート系の超大作」と
も言われている。
　また，ブラッド・ピット（１９６３～）の繊細な演技が「『ベンジャミン・バ
トン』を不朽の名作に作り上げている」と高く評され，彼は初めて全米映
画俳優組合賞にノミネートされ，さらに４度目となるゴールデングローブ
賞，２度目となるアカデミー賞ノミネートも果たした。
　その結果，封切られた映画は評判の芳しくなかった原作に比べてヒット
して，第８１回アカデミー賞では，作品賞を含む１３部門にノミネートされ，
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美術賞，視覚効果賞，メイクアップ賞を受賞した。また，第６６回ゴールデ
ン・グローブ賞の作品賞，監督賞，主演男優賞，脚本賞，音楽賞の５部門
にもノミネートされるという評価を得た。全世界での興行収入は３億２，９００
万ドルに達した。
Ⅱ．　この映画における象徴表現の狙い
　この映画のストーリーは，老人の姿で生まれた赤ん坊が次第に若返ると
いう，普通とは反対に進む時間を生きる男性の人生を描いたものである。
男性の時間が逆方向に進むために，出会った女性の時間とは交錯すること
になる。二人は，人生の青春というひと時の時間を共有して，愛を育み家
族を作るのだが，二人の時間が反対方向に進むため，共有できる時間が余
りに少ない。そのためついに愛し合う家族としての時間を共有できなくな
り，愛も家族も自ら手放す選択をするというストーリーである。
　なぜ監督や脚本家達は，この短編に執着するのか，なぜ時間が逆に回る
人生のドラマを映画化したいのか，その理由を考えてみたい。それは時間
を逆に生きる映画を作ることによって，普通に進む時間を生きている人達
が見落としている人生の「意味や価値」を顕在化できる映画を創作できる
と着眼したのだと思える。換言すると，愛する人達と時間を共有すること
のできる「普通の人生の意味や価値」はどこにあるのかを，それが出来な
い「時間を逆に生きる人生」の側から見据えて，抉り出そうと考えたもの
と思われる。
　この映画は，愛する人と時間を共有できる「普通の人生の意味や価値」
を，奇抜なストーリーによって人々に再認識させようとしているのだと考
えられないだろうか。
Ⅲ．　狙いを実現するための象徴技法
　短編である原作の映画化を試みた監督と脚本家達は，単純なストーリー
である原作の映像化だけでは「主題」の「普通の人生の意味や価値」を，
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観客に理解してもらうには無理があると考えたに違いない。そのため彼等
が考え出した狙いを実現するための手法が，原作では描ききれなかった部
分を象徴表現で補おうとする発想であると考えてみよう。
Ⅲ－１．　構造化の基本構成
　デヴィッド・フィンチャー監督と脚本家達がこの映画で取り入れた「構
造化した象徴による主題の表現手法」を技術的に整理すると以下のように
なる。
　まず，本映画に取り入れられている象徴技法の構造化は，次の四要素で
骨格が構成されている。それらの相互関係を下記イメージ図で示す。
　次にこの図に表記されている四要素について述べる。
Ⅲ－１－１．　第一要素：構造化基盤の確保
　象徴技法は，人間が取得してきた風習や経験などの過去の記憶の上に効
果を発揮する手法である。その効果を上げるためには，観客の心に今も強
く残る記憶をベースに組み立て，観客が身近に体験し，強い衝撃を受けた
記憶を呼び覚ますことが基盤となる。
　原作は１９２２年に出版されたため，時代背景が現在の読者の記憶には薄い
ものになっている。例えば，戦争はスペイン戦争（１８９８年）になっており，
その戦争を体験した人々は今は生きていない。そのため映画は観客の脳裏
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に新しい記憶を蘇らせるために，アメリカ国民が総動員された戦争のうち
最も新しい第二次世界大戦に置き換えられた。また，ハリケーンは，７年
前にアメリカのルイジアナ州とニューオリンズ州を襲い，いまだ大きな傷
跡が残るカトリーナ（２００５年）を登場させ，更に映画のロケ地として敢え
てニューオリンズ州を選んで生々しい記憶の呼覚ましをはかっている。
　これが象徴技法の構造化における基盤となる「記憶の呼び覚まし装置」
を構成するものである。
Ⅲ－１－２．　第二要素：主題を表現できる象徴の創作
　難解な意味をもつ「主題」を，一つの象徴表現で行うことは困難である。
従って，まず主題の意味を表現する論理立てを行い，次にその論理を分解
して，それら個々の意味表現ができる象徴を創作する。
　重要なことは，分解した象徴を順次映像表現することによって，観客が
その論理を頭の中で再構築でき，表現したい「主題」が何であるかを明確
に理解することができるように収束させる点である。
　その点についてこの映画では具体的にどのような意味を持つ象徴を創作
したかを，下記の個々の象徴の意味の説明項で詳説する。
Ⅲ－１－３．　第三要素：象徴の階層化
　象徴の階層化とは，特有の意味を有する複数の象徴を「主題」の意味を
表現するという主旨に合わせて，その意味を論理的に進展させ，目的に対
して収斂するように階層的に組み立てることである。
　この映画では基盤としての「記憶の呼び覚まし装置」の上に，「逆転する
時計とハリケーン・カトリーナ」「七回もカミナリに打たれた老人」「ピア
ノを習った老婦人」「ハチドリ」「ドーバー海峡を泳いで渡る女性」という，
それぞれ異なる意味を持つ象徴を順次段階的に登場させることにより，そ
れぞれの持つ意味を順次重ね合わせていく「階層化」を行なっている。そ
の階層化の論理性は下記のように構成されている。
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（１）まず最初に観客の感情移入がされやすい「記憶の呼び覚まし」をはか
るために，時代背景を直近の出来事に切り替える。
（２）次に主題である時間を逆さに生きることの意味を観客に理解させるた
めに，逆転する時計を象徴として創出し，他方で逆転する時間をクロー
ズアップするために，正転する時間の象徴としてハリケーンを取り入れ，
二つの時間が相克する様を二つの命を交えることで表現する。
（３）逆転する時間を生きる人生には多難な未来が待ち受けているが，それ
を乗り越えていくことに意義があり，未来があることを表現するために
「七回もカミナリに打たれた老人」を象徴として創出している。
（４）上記の多難な未来を乗り越えるには，人並み外れた責任の取り方と覚
悟が必要となるので，それを諭すために「ピアノを習った老婦人の教え」
を象徴として創出している。
（５）絶望の中では，上記の責任を取ることや覚悟を会得することは出来な
い。そのため強い未来への希望の存在を掲げる。その希望を象徴するも
のとして奇跡の鳥「ハチドリ」を創出している。
（６）希望を持つものにとって必要となるものが，その希望を実現する手段・
方法であり，それを象徴するものとして「ドーバー海峡を泳いで渡る女
性」を創出している。これは１９２６年に女性として初めてドーバー海峡を
泳いで渡ったGertrude Caroline Ederle氏が社会に与えた希望を踏まえて
のものと思われる。
　以上のステップを介することによって，ひとつひとつの象徴表現のみで
は表現しきれない意味を，複数の象徴を「階層化」して目的表現に収斂さ
せている。しかし，時系列的に見ると，個々の象徴が必ずしも順番に重ね
られているのではなく，一部の象徴表現は同時並行的に挿入されているも
のもある。それは「階層化」の目的と，違和感の無い「編みこみ」という，
二つの目的を同時に満たすための方策であり，この方策の巧みさがこの映
画を成功させた要因と考える。
　その概念を下記イラストを使って説明する。
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　下記イラストは，各階層を「人生登山」に例えて図式化したものである。
目的として人生の意義の獲得を掲げ，この目的の達成は，全ての階層を昇
りきることによって到達できるというイメージになっている。
　個々の象徴をどの階層に嵌め込んでいるかは，下記の個々の象徴の階層
説明項で詳説する。
Ⅲ－１－４．　第四要素：メイン・ストーリーへの編み込み
　複数創作された象徴群はメイン・ストーリーとは異質なものであるので，
ストーリー内へは違和感なく挿入する必要がある。さらに階層化すること
によって表現される意味内容を損なわないで挿入するためには，挿入場面
にも多くの工夫が必要となる。これらの課題を解決しながら個々の象徴を
どのようにメイン・ストーリーに編み込んでいるかについては，下記の
個々の象徴の編みこみ説明項で詳説する。
　これらの象徴群のメイン・ストーリー内への編み込み状況の全体像を，
次に表で示す。この図は，メイン・ストーリーの展開の時系列を縦軸にと
り，横軸に，多数創作した象徴群を階層順に表示したものである。これに
より全ての象徴がメイン・ストーリーの流れの中で，いつどのように編み
こまれているかを示すと共に，各象徴間での時系列的相互関係も把握でき
るように示した。
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Ⅲ－２．　各象徴の個別の意味と，階層内における位置づけ，およびその編
みこみについて
Ⅲ－２－１．　逆転する時計
　　Ⅲ－２－１－１．　逆転する時計の意味
　この映画での一番の核心は，時間が逆に回るということはどういう意味
を持つことなのかを映像表現することである。赤ん坊サイズで外見が老人
で生まれた後に段々若返り，ついには外見が赤ん坊になっていく一方，中
身は老化して痴呆になり死んでいくというストーリーを描こうとするとき，
監督や脚本家達は，先ず最初に時間が逆に回るという概念を観客に理解し
てもらわなくてはならない。そこで逆転する時計を象徴として掲げること
を案出した。だが，時計を単に逆転させただけでは観客にはその意味が伝
わらない。観客にしてみれば，機械的に時計が逆にまわっているに過ぎな
いと思えてしまう。そのため脚本家達は時間が逆に回るということの意味
を表す映像表現が必要となった。そこで案出されたのが，盲目の時計職人
の，今は亡き息子への思いを込めた時計作りの挿話である。
　この時計職人は，生まれつき盲目である。この時計職人の唯一の生きが
いは自慢の一人息子であったのだが，成長した息子は出征したあと戦死し，
父親の元になきがらとなって還ってくる。
　盲目の人の中からはピアノの名人など一芸に秀でた人が輩出されること
がある。それは盲目の人は目が見えない分，残された研ぎ澄まされた感覚
を駆使して物づくりに全神経を集中させることができ，優れた作品を作り
出すことができるからだと考えられる面もある。この時計職人はその集中
力を，今は亡き息子への思いをこめて，時を遡ることができれば息子も蘇
ると念じながら，職人技を詰め込められるアナログの「逆転する時計」の
製作に没頭した。
　そうして作られた時計が新しく建てられたニューオリンズ駅に装着され
る記念式典で，時計職人は息子への思いをこめて参列者の前で次のように
挨拶する。
33─ ─
山中：映画 “The Curious Case of Benjamin Buton”における主題の表現手法について
　“I made it that way … so that perhaps the boys that we lost in the 
war might stand and come home again…
　…home to farm, to work, have children, to live long, ful lives…
　Perhaps, my own son might come home again…” （１２）１）
　この演説の中に，実は脚本家達が「逆転する時計」への意味表現を込め
ている。その演説を聴いて共感する参加者の姿を見たルーズベルト大統領
は，何も言わずにその場を去る。
　この時計職人の息子への思いを込めた時計による挿話は，逆転する時間
への観客の理解を深めるのである。
　更に，逆転する時計にはもう一つの重要な意味が込められている。それ
は主役であるベンジャミンの命の時間を象徴していることである。すなわ
ちベンジャミンの命は，普通の人とは異なり逆に回る時間を生きており，
この逆転する時計が刻む時間は，すなわちベンジャミンが生きている時間
を表している。
　　Ⅲ－２－１－２．　階層内における位置づけ
　逆転する時計は，このストーリーの基幹をなす「逆転する時間」を象徴
するものであるから，他の全ての象徴の基盤となる。そのため階層位置と
しては記憶の呼覚ましの上に位置する「第一段階：時間の理解」に該当す
る。
　また，時間の概念はその上に積み重ねられる全ての階層に影響を与える
ものでもあるので後述する「編みこみ」においても，観客の記憶に繰り返
し意識づけるように映画特有の工夫が施されている。
　　Ⅲ－２－１－３．　メインストーリーへの編みこみ
　前述したとおり，逆転する時計はこの映画の基盤ともいえる時間概念を
理解してもらうために創造力に富む監督や脚本家達が総意を結集して作り
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出した象徴である。しかしこの象徴に込められた奥深い意味を観客に理解
してもらうためには，その意味を物語として表現するストーリーと，かな
りの映像量が必要になる。しかし多量の象徴映像を違和感なくメインストー
リーに挿入するには困難性がある。脚本家達はこの困難性を克服するため
に映画のイントロダクションを新しいものに作り変えている。それは主役
のベンジャミンが登場する前に時計職人を登場させ，その息子が戦場場面
で生き返り走る姿を映し出すばかりでなく，大統領参席のニューオリンズ
駅披露式典で，時計職人に「逆転する時計」の意味を述べさせていること
からも伺える。この映画で，逆転する時計はベンジャミンと並んで主役級
と考えてもよいだろう。
　観客は，この時計職人の挿話により，象徴である逆転する時計を違和感
なく受け入れている。逆転する時計を受け入れることによって，これから
始まるベンジャミンの数奇な運命への不安と関心が否応なく高められるの
である。
　前述したとおり，この逆転する時計はベンジャミンの命を刻むものでも
ある。ベンジャミンが生まれるのと時を同じくして，その時計はニューオ
リンズ駅に華々しく掲げられる。その後は静かにベンジャミンと共に逆に
回る命の時間を刻んでいく。時が過ぎ，ベンジャミンがデイジーの腕の中
で静かに目を閉じる頃，この時計も静かに駅から降ろされ倉庫に仕舞われ
る。換言すると，この時計が刻む時間とベンジャミンの命の時間は同期し
ている。さらに，倉庫に仕舞われた時計はその後，後述するデイジーの命
を象徴するハリケーンの波にさらわれていく。
　こうして，二人の命の時間を象徴していた時計とハリケーンと共に消え
ていく。この二つの時間と二つの命とを絡めた感動的な象徴表現の挿入に
よって，本来のストーリーとは無関係である独立した象徴を，メイン・ス
トーリーの中に違和感なく編み込んでいる。
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Ⅲ－２－２．　ハリケーン
　　Ⅲ－２－２－１．　ハリケーンの意味
　「ハリケーン・カトリーナ」は２００５年８月末にアメリカ合衆国南東部のル
イジアナ州を襲って大洪水を引き起こした。多くの街は水没し家々は水に
押し流され，また多くの死傷者を出した。多くの住民は軍や州兵などに助
けられて，命からがら他の州へ避難するなどした。この大惨事は今もアメ
リカ国民の脳裏に生々しく残っている。
　脚本家達は，このハリケーンを用いて何を意味表現しているのだろうか。
映画におけるハリケーンは，遠く離れたところで発生し，正転する時間の
経過と共にどんどん近づいてくる状況が報道されている。強大なハリケー
ンが接近した場合には，前述した事実のように，街は大水害に見舞われ避
難しないと生命の危険があることを呼覚まされた記憶が教えてくれている。
そのハリケーンはデイジーの入院している病院を嵐に巻き込んでいく。こ
れは病院のベッドから動かせないデイジーの命がハリケーンの来襲によっ
て終焉を迎えることを暗示している。換言すると，ベンジャミンの時を刻
む逆転する時計とは反対に，デイジーの残された命の時間を，容赦なく削
り取っていく正転する時間を意味する象徴だと考えられる。
　すなわち，「時計とハリケーン」は，「逆転と正転」という相克する二つ
の時間の流れを象徴している。その時間は単に時計の時間ではなく，誕生
から老いに向かうベンジャミンとデイジーの二人の命の流れが，反対方向
に流れていることを示しており，二人の人生が時間の支配を受けて交錯し
ていくことを表現している。
　　Ⅲ－２－２－２．　階層内における位置づけ
　ハリケーンの論理的階層位置としては，逆転する時計と同様にこのス
トーリーの中を流れる二つの時間の片方を象徴しており，観客に時間概念
を理解してもらうための第二段階『時間の理解』に該当する。これにより，
逆転する時間と正転する時間の相克状態を象徴表現する階層が完成してい
る。
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　　Ⅲ－２－２－３．　メインストーリーへの編みこみ
　一方，ハリケーンは映画の最初の場面から登場し，病院のデイジーの枕
元に度々登場し，エンディングもハリケーンで締められる。観客は，最初
は単なる気象情報のような感覚で受止めるのであるが，繰り返し出てくる
うちに，ハリケーンの襲来がデイジーの命の終焉を予告しているものであ
ることを感じとる。逐次テレビで放送されるハリケーンの情報は正転する
時間というものが容赦なく過ぎていくことを感覚的に知らされていく。つ
いにハリケーンが襲ってきたとき，デイジーは最後の時を迎える。それと
同時に，これまでベンジャミンの時を刻んできた逆転する時計もハリケー
ンによって引き起こされた洪水の波にさらわれ，二つの命を刻む時間を象
徴するものが共に消えていく。
　このハリケーンの編みこみは，二つの時間を生きた男女の愛の物語の終
焉に同期させて編み込んでいるので，観客は何の違和感も感じることはな
い。
Ⅲ－２－３．　七回もカミナリに打たれた老人
　　Ⅲ－２－３－１．　七回もカミナリに打たれた老人の意味
　「七回もカミナリに打たれた老人」が登場する。これは老人が自分の人
生で，思いがけない時に七回もカミナリに打たれたという話である。唐突
な挿話であるが，観客は繰り返し見せられているうちに，その意味を察知
できるようになってくる。
　老人は次のことをしているときに突然襲ってくるカミナリによって，瀕
死の重傷を負うのだが，その都度生き延びる。
　最初は屋根を直していた時（Once, when I was fixing a leak on the 
roof..），二度目は郵便を取りに行こうとして道を渡っていた時（Once, 
when I was crossing the road to get the mail.），三度目は野原で牛の面倒を
見ていた時（Once, when I was in a field tending to my cows.），四度目はト
ラックの中でラジオを聴いていた時（Once I was siting in my truck listen-
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ing to the radio.），五度目は犬を散歩させていた時（Once, I was walking 
my dog along a country road.）などである。六度目，七度目は省略されて
いる。
　老人は次のように述懐している。
“I’m blind in the one eye … I can’t hardly hear … I get twitches and 
shakes out of nowhere … I always lose my line of thought … but you 
know what… God keeps reminding me I’m lucky to be alive…” （１７１）２）
　その経験を経た老人が体得したものは次の悟りである。それは人間は生
きていく上でさまざまな試練に出くわすが，その試練に晒される中で自分
が生かされていることを感じとり，生かされているのは神の意思だと感じ
て，感謝の念を持つに至ることである。換言すると，人間は試練の中でこ
そ成長し，そして生きることの意義を体得ができるのだと表現している。
　この試練をベンジャミンの人生に置き換えてみよう。
　ベンジャミンの出生時に，母親はベンジャミンを父親に託して亡くなる。
ところが父親は老人の姿をした赤ん坊のベンジャミンを見るなり耐え切れ
ず，苦悩の末に老人ホームの前に置き去りにする。これが第一の試練であ
る。第二は，牧師に車椅子から立たされて歩かされること，第三は，悪友
に連れられて初めて街に出て，そこで彼の都合で街中に一人放り出される
こと，第四は，育ててくれた黒人夫婦に実子が生まれて，養子のベンジャ
ミンの居場所がなくなること，第五は，自立するためやむなく船員になる
こと，第六は，戦争で実戦に遭遇すること，第七は，子供が産まれ，妻子
を守るためには自分が姿を消さなくてはならなくなることではないだろう
か。これらがベンジャミンに背負わされた七回の試練と考えられる。
　デイジーの人生における試練は，バレリーナになろうとオーディション
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を受けても何度も落とされること，やっとスターとして認め始められた時，
自動車事故に見舞われバレリーナの命である足を怪我し，バレリーナとし
ての夢を絶たれること，プールで泳いでいるとき，隣を泳ぐ若い女性に比
べて自分が年を取り，次第に若返るベンジャミンとの年齢関係が崩れてい
くことを自覚したこと，そして，ある日ベンジャミンに別れを告げられた
こと等が挙げられる。
　　Ⅲ－２－３－２．　階層内における位置づけ
　「記憶の呼び覚まし」の上に逆転する時計とハリケーンを介して，相克す
る「時間の理解」ができた後に，その上に積むべきものは何なのか。それ
はベンジャミンとデイジーが人生の中のひと時しか共有できない相克する
時間の中で，愛を育み生きていくことにどんな意義があるのか，という設
問への解答である。
　観客の多くは，それぞれに苦難や問題を抱えた日々を送っている。そう
いう人達へのメッセージにもなるこの設問への答えをどう表すか，脚本家
達が出した答えが前述の「七回もカミナリに打たれた老人」の挿話である。
　現実には簡単な答えが得られない設問に対して，抽象的ではあるが観客
の記憶に残る象徴を作り出して答えようとしたのである。通常はカミナリ
に直撃されれば命を失うことが多いものだが，その中で生かされてきた老
人の命の意味を問うことによって，脚本家達はベンジャミンの命の意味を
象徴的に伝えようとしている。
　換言すれば，人間は人生において予想もしない災難に何度も襲われる。
そういう時多くの人は意気消沈して落ち込むが，再起を願って人生の再構
築に動き出す人もいる。そういう生き方を選択して努力を続けていった後
には，人生の意義を獲得できる世界が待ち受けていることを表現している
のが「七回もカミナリに打たれた老人」の挿話である。
　階層としては前述のイラストで第三段階の「試練に学ぶ」に該当する。
　　Ⅲ－２－３－３．　メインストーリーへの編みこみ
　人生の中で何度も遭遇する困難を示すカミナリの話は，ベンジャミンが
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成長し始めた時に初めて登場し，その後，ベンジャミンが大きな転機に見
舞われる度に登場してくる。最初は老人の唐突な思い出話としての挿入形
式である。観客は度重ねてカミナリが登場するのを見るうちに，このカミ
ナリが何かを意図的に暗示していることに気づき，ベンジャミンに降りか
かる人生の試練を意味していることを察知することになる。この巧みな編
みこみにより，観客は次第にベンジャミンが何度試練にあっても，それを
乗り越えていくことができるという暗示を受け，カミナリの挿話に違和感
を感じなくなってくる。
　デイジーの人生においても同じことが伺える。最初の頃はバレリーナの
オーディションを何度受けても落ち続ける。またようやく合格して，脚光
を浴び始めた頃に自動車事故にあって足を痛め，二度とステージで踊るこ
とはできなくなる。さらに，ベンジャミンが去った後に，彼女は娘のため
にも再婚することを決心する。このように彼女も自分を襲う試練の度に，
その中で自分の境遇を受止め，その中で生きていく道を探し，新しい人生
に身を投じて生きていく。
　振り返ってみると，時計は別格ではあるが，ハリケーン，カミナリ，そ
してこれから出てくるハチドリの挿入形態は，最初に違和感を覚えない糸
口から始まり，次第にその目的を明確にしていくという，抵抗感を感じな
いで入っていける工夫がなされている。何気なく始まり，次第に正体がはっ
きりとしてくる挿入方法によって，観客はその象徴の意味表現を理解し受
け入れていくのである。
Ⅲ－２－４．　ピアノを習った老婦人の教え
　　Ⅲ－２－４－１．　ピアノを習った老婦人の教えの意味
　「ピアノを習った老婦人の教え」は下記である。
　BENJAMIN: What if I was to tel you I wasn’t geting older — I was 
geting younger than everybody else..
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　THE WOMAN: Wel, I’d feel very sorry for you.. to have to see eve-
rybody you love, die before you. That would be an awful 
responsibility..
　BENJAMIN: I had never thought about life or death that way 
before..
　THE WOMAN: Benjamin.. We’re meant to lose the people we love. 
How else would we know how important they are to us. （９２）３）
　次第に若返る人生には，避けては通れない試練が待ち受けている。その
試練とは愛する人を失うことであり，失って初めて，愛することの真の意
味が解る。愛することの真の意味を解った人は，愛する人達への自分の責
任をどう担うのかの覚悟が必要とされる，という教えである。
　これは普通の人達のような将来への希望を持ったままでは生きていくこ
とができないために，自分に与えられた境遇を受け止め，世俗の成功願望
から脱却して，自分にあった生き方を見出すことをベンジャミンに求めて
いる。しかしその道を歩むには大きな犠牲を払う覚悟が要求される。
　覚悟すべき問題の本質は，二人に子供が出来たとデイジーから知らされ
た時に始まる。二人はその問題をレストランで話し合うが，デイジーはベ
ンジャミンが若返っていくことを気にとめない。しかしベンジャミンは，
産まれた娘が日々成長していく姿を見つめながら，父親として最後まで責
任を果たせないことを自覚し，自分がわが子のために責任を取るとはどう
いうことなのかと思い悩む。最後に，わが子と一緒に年取る父親が必要だ
と覚悟し，彼は愛するわが子の未来のために，全財産を妻子に残して去っ
ていく。
　彼は愛する妻，愛する子供，築き上げた財産の全てを託して出て行くの
だが，この行為は彼の存在の全てを失うことではない。それは愛する妻子
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によりよく生きられる環境を創り，妻子の未来を創り出すことが，自分が
生きた意義だと確信したからである。言い換えるなら，ベンジャミンは自
分自身を守るのではなく，自分の愛する妻子が生きることの中に，自分の
命が引き継がれていく命の永遠性を信じたからに他ならない。
　一方，別れを言い出されたデイジーは，自分達の数奇な人生を受止めて，
来るべき時への覚悟が彼女の心の中に醸成された結果，彼女は出て行くベ
ンジャミンを引き止めず，黙って眠った振りをして見送る。この見送りが
できたデイジーにも，ピアノを習った老婦人の教えは深く根を下ろしてい
る。
　　Ⅲ－２－４－２．　階層内における位置づけ
　前述したピアノを習った老婦人の教えは，ベンジャミンとデイジーが自
分達の人生の意義を理解して，避けられない課題に向かって敢然と生きよ
うとする時に必要になるものである。そのため，階層位置としては，人生
を生きる意義を理解した階層の次に位置する。
　この段階を前述のイラストでは，「第四段階：人生の意義の理解」として
表示している。
　　Ⅲ－２－４－３．　メインストーリーへの編みこみ
　特異な人生を生きる人間には，普通の人生を生きる人間とは異なる大き
な責任と覚悟が必要なのだという，ピアノを教えてくれた老婦人の教えは，
ベンジャミンとデイジーが恋に落ちる前段に挿入されている。このタイミ
ングでの挿入を選択したのは，これから始まる二人の恋の行方に大きな難
関が待ち受けていることを観客に予感させるためであり，観客はその教え
の中に，二人の愛の未来に不安を感じながらも期待を膨らませていくので，
この挿話に何ら違和感を覚えることはないであろう。
　結婚後子供が産まれ，夫婦が最も充実した生活をする時期にベンジャミ
ンは家族と別れる決断をする。しかし，この突然の決断についても，観客
は，二人の恋愛が始まった段階から将来起きてくるであろう問題を予感さ
せられているので，二人が別れることになった必然性を素直に受け入れら
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れる。
Ⅲ－２－５．　ハチドリ
　　Ⅲ－２－５－１．　ハチドリの意味
　人は何らかのハンディや逆境を背負って生れてくることがある。個々人
がそのハンディを乗り越えて生きるためには強いモチベーションが必要と
なる。脚本家達は，モチベーションを引き出すものは，個々人の胸にある
未来への希望であると考えたのだと推測してみよう。そこでベンジャミン
とデイジーにとっての未来への希望は何なのか，折角勝ち得た愛も家族も，
逆に回る時間のために失われていく運命の中で，希望はどこにあるのかを
問いかけている。
　命あるものは，その時間が逆転であろうと正転であろうと，どちらも限
られた時間が過ぎれば皆死んでいく運命である。その運命の中に残る希望
は魂の永続性にあると脚本家達は考えた。そこで，この映画では魂の永続
性を象徴するものとして奇跡の鳥と言われるハチドリを選んだと思われる。
　この映画では，ハチドリは　This is no ordinary bird, this is a frikkin’ 
miracle!（１１３）　と説明されて，希望の象徴とされている。映画でハチドリ
は，船長が演説した場面と，船長が戦争で死んだ場面と，ハリケーンでデ
イジーが死を前にした場面に現れる。船長の死の場面では，船長の魂とし
て空に舞い上がっていく姿を示しており，デイジーの場合には死後の魂の
案内役として現れる。これらはいずれも肉体は滅んでも魂は永続すること
を意味する Infinity として表現され，ハチドリは魂を運ぶ「奇跡の鳥」（無
限性）として象徴表現されている。
　　Ⅲ－２－５－２．　階層内における位置づけ
　試練の人生を生きる覚悟と責任の取り方をベンジャミンとデイジーが理
解できた時，次に彼等に必要となるものは，その覚悟と責任を取って生き
ることに匹敵する人生の価値をどこに見出すかである。脚本家達はその答
えを，未来への希望であると考え，希望を表現する象徴として「奇跡の鳥
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ハチドリ」を選んだ。
　この段階は前述のイラストでは，「第五段階：希望の獲得」に該当する。
　　Ⅲ－２－５－３．　メインストーリーへの編みこみ
　ハチドリの話は，ベンジャミンが船長と出会って自立生活を始めた頃に
挿入されている。しかしハチドリの持つ意味の理解は，ストーリーのみで
行うには難しい面があり，やむをえず意義については解説の挿入を余儀な
くされている。
　解説は，船長が船員達に演説する場面の中に挿入する手法をとっている。
船長の演説だけでは，観客はハチドリの存在理由に納得しきれないが，前
述したように，船長の死の場面とデイジーの死の場面にハチドリを登場さ
せることによって観客は違和感なくハチドリの使命を受け入れ，デイジー
の魂の永遠世界への到達を願う。
Ⅲ－２－６．　ドーバー海峡を泳いで渡る女性
　　Ⅲ－２－６－１．　ドーバー海峡を泳いで渡る女性の意味
　世間の人とは異なる人生を生きざるを得ない人間には，その中で生きて
いく上で未来への強い希望を持ち続けることが生き残る要件であり，脚本
家達は，その希望を実現する方法を「ドーバー海峡を泳いで渡る女性」を
通して表現している。I kept waiting, you know, thinking that I’d do some-
thing to change my circumstances… Do something.　（１２８）４）
　彼女は，スパイの妻という大きな組織の命令のままに私生活もなく生き
なくてはならない特異な境遇を生きており，自分の存在意義を感じること
もできない。普通の女性の持つ幸福願望を持つことも適わない。そのよう
な境遇は，一人で逆転する時間を生きるベンジャミンの人生の特異性と類
似している。そんな彼女の「生涯を賭けた夢」は，若い時失敗した「ドー
バー海峡を泳いで渡る」というものである。この夢は特異な人生を生きる
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４）　Ibid., p. １２８.
彼女にとっての目標であり，彼女はこの夢を実現することが，自分がこの
世に生きた存在意義になると信じている。
　ベンジャミンは彼女と深い関係になる中でそのことを知る。時が経ち，
わが子が出来たとデイジーから報告を受け，自分には父親としての責任を
取りきれないことをデイジーと話し合った直後に，彼女が自分の夢を実現
したことをテレビで知る。
　このニュースを見たベンジャミンは，次第に若返りいずれは幼児化して
死んでいくであろう自分の存在意義を何に求めればよいのかと問われてい
ることを考える。
　苦悩の末に，彼はわが子には普通の時間を生きる父親が必要になること，
それを実現するためには自分が去るべきだということを察知する。そして
彼は，妻子が生きていけるように全財産を譲って去っていく。
　それがピアノを習った女性の言った「愛する人達への自分の責任と覚悟」
という設問に対する答えであり，ベンジャミンが自分の人生の意義を何に
見つけ出すかの答えである。
　　Ⅲ－２－６－２．　階層内における位置づけ
　希望を獲得した階層の上に，更に必要なものは何か。それは獲得した希
望を実現する方法である。映画ではこの方法を，「ドーバー海峡を泳いで渡
る」夢をたゆまぬ信念を持ち続けた結果，成し遂げた女性の生き方で表現
している。
　この段階を前述のイラストでは，「第六段階：希望を実現する方法」とし
て表示している。
　　Ⅲ－２－６－３．　メインストーリーへの編みこみ
　この映画において「ドーバー海峡を泳いで渡る女性」の話の展開には，
かなりの時間が割かれている。脚本家達はストーリーの早い段階で二人を
出会わせ，かなりの時間をかけて二人を深く結び付けさせて，スパイの妻
という特異な人生を生きる彼女に生涯の夢を語らせている。
　「ドーバー海峡を泳いで渡る女性」のこの映画のストーリーに必要な「意
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味」は前段の項で述べたが，まだ疑問が残る。それは女性の扱いに不慣れ
なベンジャミンとスパイの妻の恋がどうして成立するのかという疑問であ
る。観客が抱くであろうこの疑問を払拭するために，脚本家達は一見不要
にも思える船長に連れられていく女遊びの場面を仕組んだと考えられる。
この場面はベンジャミンが男性としてスパイの妻との行きずりの恋を成立
させるための前おきとして必要であった。二人の恋愛の場面にかなりの時
間が割かれているのも興味深い。
　こうして編み込まれた「ドーバー海峡を泳いで渡る女性」との恋愛は，
前述の話を踏まえれば不自然さを感じさせない展開になっている。
Ⅳ．　「構造化した象徴による主題の表現手法」は何をもたらしたか。
　これまで，「構造化した象徴による主題の表現手法」について述べてき
たが，この「構造化した象徴による主題の表現手法」によって何が表現で
きて，その結果全体として何がもたらされたのかを考察する。
　映画において「主題」は，メインストーリーそのもので表現されるもの
であり，解説を要するような難解な「主題」についても，それを主役や脇
役がストーリーの中で演技や言葉で表現するように演出されているのが通
例である。
　ところが，映画「ベンジャミン・バトン 数奇な人生」のメイン・ストー
リーでは，ベンジャミンやデイジーの演技や言葉で「主題」を語らせる場
面を挿入すると，ストーリーの流れに違和感を生じることが避けられない。
一方で，この映画を感動的なものに仕立てるには「主題」を判りやすく噛
み砕いたアピールが欠かせない。この二つの命題を解決する方法として考
え出されたのがメイン・ストーリーの中に「構造化した象徴による主題の
表現手法」を編み込むことである。
　換言すると，大変意義深い「主題」を有する原作の映画化において，そ
のストーリーだけでは「主題」に込められた意義を十分表現することがで
きないため，本象徴技法を適用して難題を解決するという手法である。
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　これは，深い意味を有する「主題」を簡明に表現している多くの文学作
品を映画化しようとするとき，非常に有効な方法であると考える。
Ⅴ．　結　　　　　論
　以上に述べたように，映画では「逆転する時間を生きる人間から見た，
普通の時間を生きる人達が見落としている大切なもの」を映像表現するこ
とに成功している。
　この成功は，デヴィッド・フィンチャー監督と脚本家達が，この映画の
「主題」を表現するに際して，構造化の基本構成の項で詳述した象徴表現構
造化の四要素を巧みに取り入れることによって達成することができたもの
である。
　象徴表現構造化の四要素とは，一に，「記憶の呼覚まし」をする基盤の確
保，二に，「主題」の意味表現に必要な「象徴群の創作」，三に，象徴群を
論理的に結びつける「階層化」，四に，全ての象徴をメイン・ストーリーの
中に違和感なく「編みこむ」ことである。
　上記の象徴表現の構造化に成功した結果，観客は人間が時間という不思
議なものに支配されて生きていることを明確に認識する。愛し合う男女や
家族が共有できる時間を持ち，一緒に成長していく中で喜怒哀楽を味わい，
与えられた人生という時間を使い切って死を迎えることが，どんなに恵ま
れた人生であるかを，観客は再認識する。
　再認識した観客たちは，日々という時間を家族と過ごすことの幸せに感
謝し，与えられた限られた時間の中で，充実したときを過ごすことの大切
さに目覚めるのである。
＊本稿は，日本フィッツジェラルド協会（２０１３．４．２７　於成蹊大学）での
口頭発表に，加筆修正を施したものである。
47─ ─
山中：映画 “The Curious Case of Benjamin Buton”における主題の表現手法について
参　考　文　献
Curnut, Kirk. A Historical Guide TO F. Scot Fitzgerald （Oxford, ２００４）
Fitzgerald, F. Scot. Six Tales of Jazz Age and Other Stories （Scribner, １９６０）
Fitzgerald, F. Scot. The Curious Case of Benjamin Buton （Scribner, ２００７）
Fitzgerald, F. Scot, Roth Erick, and Swicord Robin. The Curious Case of Benjamin 
Buton Story to Screenplay （Scribner ２００８）
Henry, Alexander. Reflections on Benjamin Buton Philosophy and Literature,（３３:１）, 
２００９ Apr. ２００９, １–１７（２００９）
Hook, Andrew. F. Scot Fitzgerald （Palgrave, ２００２）
Ortolano, Scot. Changing Butons: Main strain Culture in Fitzgerald’s ‘The Curious 
Case of Benjamin buton’ and the ２００８ Film Adaptation. Scot Fitzgerald Review 
１０ （２０１２） :１３０–１５２
Sasser, Kim. The Magical Realist Case for ‘Benjamin Buton’ Scot Fitzgerald Review ８ 
（２０１０） :１８１–２０７
Tyree, J. M. Against the Clock: Slumdog Milionaire and The Curious Case of 
Benjamin Buton. Film Quarterly. ６２–４. （２００９） :３４–３８
内田　樹著　『映画の構造分析』扇文社　２０１１
加藤幹郎著　『映画とは何か』みすず書房　２００１
金沢　哲編著　『アメリカ文学における「老い」の政治学』松籟社　２０１２
北野圭介著　『ハリウッド１００年史講座─夢の工場から夢の王国へ』平凡社新書　２００１
佐野　亨／渡部　幻編　『ゼロ年代アメリカ映画１００』芸術新聞社　２０１０
ジェイムズモナコ著　岩本憲児他訳　『映画の教科書』フイルムアート社　１９８３
杉野健太郎編著　『映画とネイション』ミネルヴァ書房　２０１０
杉野健太郎編著　『映画の中の社会／社会の中の映画』ミネルヴァ書房　２０１１
杉野健太郎編著　『交錯する映画：アニメ・映画・文学』ミネルヴア書房　２０１３
曽根田憲三著　『アメリカ文学と映画─原作から映像へ─』開文社出版　１９９９
田山力哉著　『映画小事典』ダヴィッド社　１９８７
加藤幹郎著　『映画の身体論』ミネルヴァ書房　２０１２
内藤　篤著　『ハリウッド・パワーゲーム─アメリカ映画産業の「法と経済」』TBS
ブリタニカ　１９９１
永岡定夫，坪井清彦著　『完訳フィッツジェラルド伝』こびあん書房　１９８８
日本マラマッド協会編　『映画文学にみるアメリカ』紀伊国屋書店　１９９８
ハイパープレス編　『ハリウッド対策映画の作り方』光文社　２００１
八尋春海編著　『映画で学ぶアメリカ文化』スクリーンブレイ出版　１９９９
八尋春海編著　『映画で楽しむアメリカの歴史』金星堂　２０００
DVD映画『ベンジャミン・バトン 数奇な人生』（ワーナー・ホーム・ビデオ）
48─ ─
修道商学　第　５４　巻　第１号
Summary
On the Structured Symbolic of Expression in the Movie 
“The Curious Case of Benjamin Buton”
Yuko Yamanaka
The film, “The Curious Case of Benjamin Buton”, which was writen origi-
naly by F. Scot Fitzgerald in １９２２ was made into a movie in ２００９ and re-
leased in that same year became an instant hit. The reason the movie was 
a hit was because the audience could easily realize “the subject” involved 
in the original story was made with the use of symbolic representation.
　“The subject” treated in this film appeals to “the time” in one’s life of the 
audience through the drama which describes Benjamin’s life time. The 
drama depicts his life in a very unique way to augment what the main story 
alone could not. It gives the audience a very strong impression and raises 
the level of the drama.
　The symbolic representation consists of four element, as folows:
　The first element is to lay a solid foundation to recal one’s memory.
　The second is to create symbols which are essential to express the mean-
ing of the subject.
　The third is to develop separate levels to connect with the symbols in a 
logical way.
　The fourth is to weave them into the main theme without any difficulties.
　Through structuring and weaving these four elements into the main sto-
ry, the symbolic representation is carried out by folowing the main story 
but through independent expression.
　As a result, the film reveals the theme of the original story of “If we re-
verse the time of our lives, what kind of life do we create and the subject in-
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volved become gradualy apparent.”
　The film, therefore, is strongly appreciated by the audience to the point 
that people are controled by the time, which exists like air.
　The audience appreciates how precious one’s life is and how limited that 
time is until one’s life ends that God gave them.
　In the original story “One is born as an old man and becomes a baby 
when he dies,” which is at first glance seems hardly unlikely, and unbeliev-
able. The film, however, appeals to the real happiness in which people 
spends unintentionaly everyday and gives the audience the courage and 
hope to carry on.
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